
 

今年は三国史に挑戦したい 
（1月のごあいさつ） 

 
 

平成 29年 1月 1日（日） 
 

 沖縄の正月は、天気が良ければ車にクーラーも必要で春のような暖かさです。 
 

 前後 400年にわたって壮麗をほこった漢王朝が崩壊して、三国時代の幕が切

って落された。閉じこめられていた個性が、波瀾の中で動きだす。 

人間が虚飾をかなぐり捨て、裸であい争う乱世が出現した。欲望と野心をむき

だしにして、あざむき、裏切りあい、たがいに秘術をつくして、血みどろの斗

争がくりひろげられる。そこにはまた、友情と信義、人間の勇気と知恵が美し

く輝く。 
 

 アリストテレスの政治理論によれば、君主政治には、暴君政治が行われる。

心ある人々はこのタイラントを打倒し、貴族政治をつくる。しかし、これもし

ばらくすると堕落して寡頭政治となる。今度は民衆が立ちあがって民主政治を

確立する。デモクラシーもだんだんおかしくなって始末がつかなくなると、も

との君主政治に戻るという。漢王朝の末期も、宦官や貴族が自己の欲のために

政治を私物化し、皇帝も遊興の費用を捻出するために官職の売買をおおっぴら

にやるなど、乱れに乱れた状況にあった。そのため、例えば金を儲けたくて借

金をして地方官職を買った者は、投資回収のため住民からきびしく税を取り立

て、住民はたまったものではなかった。 

 

 圧政と搾取による苦しさに耐えかねた農民は農村からあふれて出て流民と

なった。流民の中から鉅鹿の人“張角”が「太平道」という新興宗教をおこし、

巷では「蒼天（漢王朝）スデニ死シ、黄天（太平道）マサニ立ツベシ」という

流言が広まった。そして間もなく中国史上初めての民衆による反政府運動と言

われる黄巾の賊の蜂起が起こった。後漢王朝は名だけの存在となり、舞台は群

雄の抗争の時代へと転換した。 

その混乱と抗争を経て、魏・呉・蜀が鼎立する三国志の時代となった。 

 

三国志をおもしろいと思うのは、100年足らずの間に数千人の人物が歴史の

上で活躍するというダイナミックさである。その中で、特に興味が湧くのは、

魏の曹操の事に当っての行動や言葉である。曹操に冠せられた「乱世の英雄、

治世の姦賊」という表現は活動初期の印象である。青年時代の自由奔放な生活、

三十代の初めまでに王朝のエリート官僚のコースを経験し、その後十数年、故

郷で詩歌や兵法の研究もやりながら実力を蓄え、そして五十代になって天下を

目指す。曹操の一生は治世に於いても英雄であり、三国志の著者“陳寿”がい

う「非常の人、超世の傑」であったと思う。 

 


